
5

環境問題

Q 

再
エ
ネ
規
制
条
例
の
検
討
は

A 

考
え
て
い
な
い
。

Q 

町
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ラ
ル
へ
の

　 

考
え
は

A 

具
体
的
な
取
り
組
み
方
を

　 

明
ら
か
に
す
る
。

竹下　 英治 議員

山下　 　 茂 議員

竹
下

　
障
が
い
者
の
就
労
支
援
、
現

状
の
問
題
と
対
策
は
何
か
。

町
長

　
就
労
系
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
は
概
ね
計
画
を
充
足
し
て
い
る

と
判
断
。
一
般
企
業
へ
の
就
労
が

今
後
の
課
題
で
あ
り
、
関
係
機
関

と
連
携
し
障
害
者
の
働
き
や
す
い

環
境
の
整
備
と
就
労
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

竹
下

　
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
見
据
え
た

役
場
職
員
の
人
事
管
理
（
育
成
）

は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長

　
研
修
計
画
等
を
作
成
し
て
い

る
が
、
役
場
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
と
し
て
明
確
に
定
め
た
も
の
は

な
い
。

竹
下

　
下
水
道
整
備
縮
小
に
係
り
自

ら
言
及
さ
れ
た
町
長
自
身
の
責
任

に
つ
い
て
、
下
水
道
会
計
の
赤
字

を
如
何
に
す
る
つ
も
り
か
。

町
長

　
計
画
変
更
に
関
す
る
説
明
責

任
は
持
っ
て
い
る
が
、
下
水
道
会

計
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
ま

で
責
任
を
取
る
と
い
う
話
は
し
て

い
な
い
。

竹
下

　
高
鍋
町
長
作
成
の
現
都
市
計

画
で
は
平
成
二
十
五
年
頃
の
見
直

し
と
さ
れ
て
い
る
が
、
何
故
こ
れ

ほ
ど
遅
く
な
っ
た
の
か
。

町
長

　
３
号
線
の
渋
滞
緩
和
の
た
め

の
唐
尾
線
の
新
設
が
実
施
で
き

ず
、
代
替
と
し
て
３
号
線
バ
イ
パ

ス
の
陳
情
要
請
を
や
っ
て
き
た
た

め
、
見
直
し
が
延
び
延
び
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

山
下

　
太
陽
光
発
電
整
備
事
業
社
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
把
握
は
出
来
て

い
る
か
。

町
長

　
開
発
行
為
や
景
観
法
の
対
象

に
も
な
っ
て
い
な
い
の
で
把
握
し

て
い
な
い
。

山
下

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
の
大
型

開
発
は
保
水
力
が
低
下
す
る
。
Ｕ

字
構
や
溜
枡
な
ど
の
排
水
整
備
管

理
、
道
路
の
確
保
な
ど
安
全
確
保

が
必
要
だ
が
規
制
や
指
導
を
か
け

ら
れ
な
い
状
況
か
。

町
長

　
近
隣
住
民
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
等
も
あ
り
、
県
に
問
合
せ
た
が

何
の
規
制
も
な
い
状
況
。

山
下

　
近
隣
住
民
か
ら
も
問
い
合
わ

せ
が
あ
る
が
、
区
民
や
区
長
さ
ん

の
為
に
も
町
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
で
き
な
い
か
。

町
長

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
は
難
し
い
。

開
発
事
業
者
に
は
地
元
へ
説
明
会

を
行
う
様
、
指
導
し
て
い
る
。

山
下

　
昨
年
７
月
に
静
岡
県
の
熱
海

市
で
土
石
流
災
害
が
起
き
大
変
な

被
害
が
あ
っ
た
。
国
で
は
盛
土
規

制
法
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
が
、

今
後
の
町
の
対
応
は
変
わ
る
か
。

町
長

　
盛
土
規
制
法
案
の
具
体
的
な

内
容
の
把
握
は
で
き
て
い
な
い

竹
下

　
国
道
３
号
線
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
、
福
岡
国
道
事
務
所
に
上
広

小
公
共
用
地
の
供
出
を
正
式
に
申

し
出
て
い
る
以
上
、
学
校
建
て
替

え
の
代
替
地
に
つ
い
て
腹
案
は
あ

る
と
考
え
て
良
い
か
。

町
長

　
答
え
る
よ
う
な
腹
案
等
は
な

い
が
、
こ
の
辺
が
い
い
だ
ろ
う
か
、

あ
の
辺
が
い
い
だ
ろ
う
か
と
い
う

話
は
幾
つ
も
あ
る
。

竹
下

　
オ
リ
ゲ
（O

rig
e

）
、
ホ
ド

ク
（H

o
d

o
k
u

）
は
本
来
の
活
用

が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
今
後
も
必

要
か
。

町
長

　
必
要
だ
か
ら
作
っ
て
き
て
い

る
。
た
だ
、
使
用
方
法
、
運
用
方
法

は
考
え
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

竹
下

　
義
務
教
育
の
水
泳
の
意
義
は

何
か
。

町
長

　
保
命
の
た
め
、
水
に
慣
れ
さ

せ
る
こ
と
。

竹
下

　
少
人
数
学
級
の
意
義
を
改
め

て
伺
う
。

町
長

　
き
め
細
や
か
な
教
育
を
実
践

す
る
た
め
。
反
面
、
一
定
の
集
団

形
成
も
必
要
な
た
め
、
主
体
的
な

学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
両
立
が

理
想
。

山
下

　
３
月
に
（
株
）
ア
ズ
マ
、
や

め
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
株
）
と
広
川
町

で
結
ん
だ
協
定
の
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長

　
町
の
第
４
次
計
画
に
示
す
自

然
と
共
生
す
る
快
適
な
ま
ち
の
目

標
を
実
現
す
る
為
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
と
地
域
活

性
化
に
関
す
る
協
定
連
携
を
結
ん

だ
。
中
身
に
つ
い
て
は
協
議
中
で

あ
る
。

山
下

　
環
境
省
の
再
エ
ネ
導
入
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
で
は
現
状
の
４
倍
の
導

入
が
求
め
ら
る
た
め
、
自
転
車

ツ
ー
キ
ニ
ス
ト
な
ど
Ｃ
Ｏ
２
排
出

削
減
政
策
な
ど
広
川
町
に
適
し
た

施
策
を
検
討
頂
き
た
い
。

が
、
条
例
制
定
は
広
域
行
政
を
担

う
県
が
行
い
、
町
は
協
力
す
る
形

に
な
る
。


